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国立大学法人秋田大学　男女共同参画推進室長

渡　部　育　子

北東北地域大学連携による男女共同参画推進シンポジウムは、平成23年度は、秋田大学で

開催されました。

このたびのシンポジウム「ライフステージに応じた多様な支援の実現に向けて」では、文部

科学省科学技術・学術政策局基盤政策課長の板倉周一郎様より「女性研究者の育成・支援につ

いて」と題するテーマでご講演いただきました。また、平成23年度文部科学省科学技術人材

育成費補助金・女性研究者研究活動支援事業（女性研究者支援モデル育成）に採択されている

岩手大学・弘前大学・秋田大学の男女共同参画推進の取り組みについて報告がなされました。

パネルディスカッションでは、育児支援・介護支援を中心に、ライフステージに応じた柔軟

な支援のあり方について、各大学の制度と取り組み状況が報告され、意見交換が行われました。

24時間保育、学童保育、病児・病後児保育そして介護支援のニーズなど、他大学の実情を知

る機会となり、会場からも質問が寄せられました。

各大学が個別に活動するだけではなく、情報交換を行い相互に連携することで、より大きな

うねりを創りだしていくことをめざしてまいりたいと存じます。

はじめに
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第１部の基調講演では、文部科学省　科学技術・学術政策局基盤政策課長　板倉周一郎氏か
ら「女性研究者の育成・支援について」と題してご講演をいただきました。
板倉氏からは、日本の女性研究者の現状を踏まえ、わが国の施策や支援事業のご紹介をいた
だきました。また、様々な視点でのご提言や女性研究者に対するエールをいただきました。

続いて行われた第２部の女性研究者支援事業　採択大学報告及び、第３部のパネルディス
カッション「多様な支援の実現に向けて」については、以後の頁で詳しくご紹介いたします。
最後に、今後も北東北地区として連携しながら男女共同参画推進に取り組むことが宣言され、
満場一致で承認されました。

講師：文部科学省　科学技術・学術政策局基盤政策課
課長　板倉　周一郎　氏

第１部　基調講演

「女性研究者の育成・支援について」
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本学の取り組みについて、ご報告させて
いただきたいと思います。

まず最初に、大学における男女共同参画
の基本的視点ということで、法人であり研究
機関として、それから教育機関としての岩手
大学が今何をしようとしているのかをお話
させていただきます。

法人としての岩手大学には、ここに書き
ましたように男女共同参画社会の実現で果
たすべき大学の役割があると考えています。
たとえば、今回の震災を受けて、おかげさま
で、本学の男女共同参画推進室として、岩手
県の復興の計画等についていろいろな視点
から意見を述べる機会を与えさせていただ
きました。地方大学でこのような推進室があ
ることの意義を改めて感じております。

本学の学長が県の復興計画の委員長であ
りましたので、学長と連携することによっ
て、男女共同参画の視点を復興計画の中に取
り入れるように提言させていただき、岩手大
学の推進室は非常に重要な役割を果たせた
と自負しているところです。
次に、研究機関として、教育機関として、
先程、板倉課長からも女性研究者支援が何の
ためにあるのかというお話とか、学生の視点
というお話をいただきましたが、そういうこ
との大切さを感じながら取り組んでいると
ころです。

採択前に、本学の学長が就任時に男女共
同参画を明言しまして、その後、推進室が設
置され、宣言が出ました。そしてそれに呼応
して、女性の動物病院長とか、教育学部長、
そして私が副学長に就任するという流れが
生まれ、加速的に男女共同参画が進んでおり
ます。
それから育児支援のための就業規則も改
正いたしましたし、公募要領では、全学で「同
等の場合は女性優先」を2009年11月から採
用をしておりますが、現在はさらに進めて全
学でスライドのように記述することになっ
ております。特に、「両住まい手当や子育て・

第２部　女性研究者研究活動支援事業　採択大学報告
（１）岩手大学　男女共同参画推進室長　菅原　悦子　氏
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介護中の研究者に対する支援等も実施して
おりますので、是非ホームページをご覧くだ
さい」という、一歩踏み込んだ公募要領を策
定し、全学で統一した記載をするようにして
おります。
さらにワークライフバランス相談室や、限
定公募も行いまして、この事業の採択という
経過になっております。

ミッションステートメントは、採用比率
20%で、女性比率11%の実現。弘前大学、
秋田大学に比べますと本学は農学部、工学部
が大きい学部でして、女性の比率が非常に低
く、11%の実現に向けて非常に苦労している
ところです。
それから女性の大学院生に対する奨学制
度を一生懸命検討しておりますし、両住まい
手当を自主財源で新設を致しました。後半の
方でもう少し詳しくお話する機会があるか
と思います。

それから地域との連携も一生懸命実施し
ておりましたので、今回の震災においても本
学の推進室は存在を示すことができたと思
います。

推進の体制ですが、本学は学長を委員長
とする、推進委員会が数値目標等の重要事項
を審議します。本学の推進室を動かす中心の
会議は企画会議といい、ここには各学部の副
学部長または評議員の方に入っていただい
て、各学部への取り組みの浸透も図っている
ところです。
企画会議にはさらに部会を設け、学生の
サポーターや地域のサポーターさんも登録
をしていただいて、地域を巻き込んだ形で推
進しております。

取り組みの内容ですが、すそ野の拡大、両
立支援、意識改革というように他大学も同じ
ような取り組みをなさっていると思いますが、
このようにいろいろな取り組みをしております。
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詳細を今お話いたしますが、まず一つと
しましては、理系の女性研究者のすそ野拡大
では、研究者志望の女子大学院生と学長の懇
談会を昨年、一昨年行いまして、非常に効果
的でした。そこで、この2月には研究者を志
す大学院生に限らず、学部生も含めて学長と
の懇談会を予定しております。
それから研究者や大学院生による出前授
業も行っております。

さらに、ロールモデル集としては、昨年
度、大学の女性研究者のロールモデル集を作
成しました。今年度は卒業生編のロールモ
デル集を2月に発行する予定です。主に農学
部、工学部で卒業後、企業の研究所等で研究
者として活躍されている人たちをインター
ビューして作りました。その方たちを招いて
のロールモデル講演会も2月に開催する予定
にしております。
それからオープンキャンパスでは、このよ

うなパネル展等も実施しているところです。
さらにすそ野の拡大としましては、教員
研修を実施しております。小中の先生方にど
のような指導をすれば理科の学習意欲を高
め、理科好きの子供を育てることができるか
について、パネルディスカッション等を実施
し話し合っていただきましたし、そのような
課題について、小中の校長先生との検討会も
開催しているところです。
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また、研究者を増やしても実際に就職先
がないのでは、なかなか拡大していかない
という考えで、岩手大学では岩手ネットワー
クシステム「INS」という組織がありますの
で、そこに男女共同参画研究会を立ち上げま
した。産学官による研究者支援や育成をして
いこうと考え、学習会や講演会を開催してい
るところです。

意識改革ではこのようなシンポジウム、昨
年度は岩手大学で北東北3大学連携によるシ
ンポジウムを行っております。

さらに去年の8月には、震災を受けて、「人
の多様性を尊重した岩手の復興を考える」と
いう、神野先生を招いての講演会を企画・実
施しました。また、この2月には「科学技術
分野における男女共同参画の推進というシ
ンポジウム」、3月には「東日本大震災から
の復興の現状とこれから」のシンポジウムを
計画しております。

意識改革では、リーダーのための研修を
行いました。今年度は、渥美さんに来ていた
だきました。スライドでは学長や理事が一生
懸命ワークショップをしている様子をご紹
介しています。

両立支援については後半のパネルディス
カッションのところでい詳しくお話する機
会があるかと思いますので、飛ばさせていた
だきます。
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時間ですので、まとめにかえさせていた
だきますが、男女共同参画を進める上で大学
は重要な役割を担っていることを、今回の復
興支援の取り組みを進める中で、改めて認識
したところです。地方大学の推進室は、地域
での重要な役割を担っていると思っている
ところです。
本学では宣言に基づいて様々な取り組み
を行っております。さらに、今回、北東北国
立3大学の連携会議において、学長・副学長
のレベルで、男女共同参画の推進について、
審議していただける体制を整えることがで
きました。これが今後の北東北国立3大学の
男女共同参画の推進において、大きなはずみ
になっていくものと期待しているところです。

今後とも北東北国立3大学の連携を深めて
行くことをお願いし、終わりとします。どう
もありがとうございました。
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弘前大学は平成22年度に女性研究者研究
活動支援事業が採択され、現在2年目になり
ました。今日はこの事業の活動について報告
させていただきます。

弘前大学のテーマは『つがルネッサンス！
−地域でつなぐ女性人才』です。ダジャレの
ようなタイトルですが、これは、ルネッサン
ス期に理想の人とされた万能の人、つまり才
知ある人の育成を目指そうとする津軽から
地方型モデルの提案です。
本日は立案の背景を最初にご紹介した後
に、具体的な計画及びその実施状況と現時点
での到達点についてお話しいたします。

立案の背景にあった問題は、教員と学生
の女性比率が不均衡であることです。保健
学科を除く理系では、学生1名に対し、教員、
女性教員はわずか0.184です。

これでは女性研究者のロールモデルが少な
すぎます。ロールモデルを増やしたいのです
が、教員に応募する女性が少ない上に、全学
の新規採用者の女性比率は平成18年度から
年々低下しているという現実がありました。
この背景には立地条件の不利があると推
測されます。北東北の中でも弘前大学は本州
最北点に位置しており、大都市圏から遠く、
学会や研究会があっても、参加しにくく、最
新の研究情報が手に入らないのではないか
という不安があります。
また、そういった遠い所に行ってしまう
と、地元の事情がわからず、相談相手がいな
くて孤立してしまうのではないかという不
安もあります。
さらに、大都市圏から遠いので移動には交
通費もかかります。新幹線が開通したといっ
てもまだ時間はかかりますし、日帰りは厳し
い状況です。旅費も子連れで行くと、10万
円かかります。
加えて地域の、労働市場が小さいため、
パートナーの仕事が見つからないという問
題や不安もあります。
そうなると「単身赴任をしないといけない
のか」「結婚や出産など無理じゃないか」など、
ないない尽くしに見えるのです。

（２）弘前大学　男女共同参画推進室　特任助教　鶴井　香織　氏



−12−

しかしこんなことを言っていては北東北
の名が廃ります。そこで、我々が目を付けた
のが地域資源です。
例えば弘前は町がコンパクトなため、職
住の接近、つまり仕事場と暮らしている場所
が近くて、小回りが利きます。行政による子
育てや介護支援の充実、地域NPOなどによ
る子育て支援の活動も活発です。さらに優秀
な人材が多く潜在しています。
また、学内ではすでに様々な取り組みが
なされているということもわかっています。
例えば、弘前大学には24時間対応の学内保
育園が2008年から開設されています。弘前
大学出版会なども活発に活動しています。
また男女共同参画に対する学生の関心も
高いということがわかってきました。
さらに学外向けのイベントが既にたくさん行
われていて、地域連携活動の蓄積もあります。
大学院生を対象に行ったアンケート調査
では、「理科系の先生になりたい」人がたく
さんいることがわかりました。彼らをきちん
と育てれば理系のすそ野を拡げることに繋
がります。
また、男性教員の中にも子育てや介護に
積極的な人がたくさんいて、ニーズも高いこ
とがわかってきました。
ただこれらの情報は散在していて、知られ
ておらず、もったいない事になっていました。

地方の利点を活かすためにはどうすればい
いのかを検討した結果、三つの基本コンセプ
ト、つまり、1．既にあるものを探して、2．
集めてそれらをつなぎ、3．使い勝手の良いよ
うにする、というコンセプトのもとに、地域
資源のネットワーキングと使う人の実情に合
わせた情報の再編成で、小さい財源でもでき
る持続的な取り組みにしようという考えのも
とに、「つがルネッサンス!」は始まりました。

「つがルネッサンス!」が繋ぐ体制について
ですが、「つがルネッサンス!」が繋ぐのは個
人、取り組み、組織の三つです。
個人をつなぐのが「女性研究者フォーラ
ム」です。フォーラムでは、女性研究者一
人ひとりをつなぎ、生活情報、キャリアアッ
プにつながる情報や、個人の体験などが共有
されていきます。
取り組みをつなぐのが「タスクチーム」で
す。タスクチームには二つのタスクがありま
す。「研究力を強めるタスク」は、女性研究
者を対象に、キャリアアップや成果発表情報
支援などを行い、研究力の高い人材を育てま
す。「拡げるタスク」では、理系の裾野を拡げ
て、次世代を育てるためのしくみを作ります。
組織をつなぐのが男女共同参画推進室で
す。学長のリーダーシップのもとで担当理事
や関係部局と共に基盤環境整備を担います。
現状を把握し、制度の改善や必要で役に立つ



−13−

情報を学内外に広く知らせます。

これが本学で関係する学内外の組織です。
非常にたくさんの組織と連携して、活発に活
動しております。
生活情報に関しては、青森県弘前市高等
教育機関コンソーシアム、そして地域NPO
が関わっています。
研究力を強めるタスクでは、研究推進課
および弘前大学出版会と連携を図っていま
す。理科系のすそ野を拡大する拡げるタス
クでは、全学の理科離れ対策支援専門委員
会を始めとして、教育学部ラボバスプロジェ
クト、生涯学習教育研究センター、白神自然
環境研究所など、多数のプロジェクトや部局
が関わっています。
情報発信は総務部の広報と一緒に行って
おります。

これがこれまでの具体的な計画と本年度
までの実施状況です。

部局、世代を超えたネットワークづくり
およびロールモデルの提示を行っている「女
性研究者フォーラム」では、平成22年度よ
り隔月、原則的には2か月に1回の割合で交
流会を行ってきました。
「強めるタスク」では研究スキルアップや
学内研究交流支援を進めるために平成22年
度よりチームを発足させ、学外研究交流支援
の一貫として弘前大学で行う学会の託児室
の開設支援を開始しています。
「拡げるタスク」では平成22年度に正式発
足した全学委員会を中心に学外向けイベン
ト情報の統合などを進め、学校訪問授業等の
活動を続けています。
基盤環境整備では、意識啓発を目指して、
ニュースレターの発行や講演の開催など、ま
た現状調査も平成22年度から行っています。
生活関連情報の再編成および相談窓口の
整備に関しては、教職員のワークライフバラ
ンスの実現に向けて、知りたい情報を自ら知
ることのできる情報ナビというWebページ
を開設しました。
特任教員は平成22年度10月から着任し、

「女性研究者フォーラム」や「タスクチーム」
における活動を中心に、事業の運営に携わっ
ています。
また、助成金情報や研究支援情報など幅広
い情報を発信したり受け取ったりできる「情
報共有サーバー」を現在構築中で、今年度末
から試行的に稼働する予定になっています。
平成22年度から23年度の女性研究者比
率の変化ですが、全学女性研究者比率は
2%向上。保健学科を除く理系では1.4%向
上。職階別では教授の女性比率1.1%向上。
新規採用者は理系では女性比率では1.5%向
上。平成22年度大学院生女性比率は30%に
達しました。
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これまでの内容をまとめますと、目標達
成に向けて、現在までは順調に進んでいると
言えます。これらの取り組みを仕組みとして
定着させるために、今後は平成24年度に向
けて現在の活動をさらに継続する予定です。
また、事業終了後の継続性を視野に入れ、検
討を始めているところです。

弘前大学からの報告は以上になります。あ
りがとうございました。
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秋田大学の渡部でございます。宜しくお
願いいたします。

秋田大学「大学間連携と女性研究者支援
in秋田」。私どもは平成20年の12月に意識
調査アンケートをいたしました。その時に、
「休むと代わりがいないからなかなか休めな
い」、「専用の相談窓口が欲しい」、それから
教員の場合は特に女性教員の年齢構成が比
較的上でございましたので、「介護も含めた
柔軟な支援が欲しい」というようなことがあ
げられました。
秋田はポスドクがいるわけではない、研
究者が沢山いるところでもない、いわば陸の
孤島のようなところでございます。
それではどうやっていざという時に代わ
りになる人を見つけるのか。これはもう県内
の大学が連携してそこをシステム化するし
かないということになりました。
柔軟な支援については、相談窓口等の設
置ということを考えました。
そしてもう一つ、特に地方国立大学には
こういう取り組みを地域に先んじて行うと
いう、そういう地域責任があるのではないの
か。そういうふうなことで進めました。
期待できる効果としましては、以上四つ
ございますが、実は最終年度でこの女性研究

者比率の増加が17％ぐらいまでしかいかな
いんじゃないのかということで、非常に悩ま
しいところでございます。

まず柔軟な支援体制ということにつきま
して、平成21年度に病児・病後児保育室の
建物を、大学独自の経費で学長が建ててくだ
さいました。平成22年度から、現在では若
干秋田市内に病児・病後児の施設ができまし
たが、当時はまだほとんどゼロに近いという
ところで、学内保育園の病児・病後児保育室
がスタートいたしました。
この詳細につきましては後ほどのパネル
ディスカッションで詳しく説明させていた
だきたいと思います。
それから今年度からですが、研究支援員
制度を制定して実施いたしました。
それから相談窓口ですが、相談を受ける

（３）秋田大学　男女共同参画推進室長　渡部　育子
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専用電話、専用のFAXを設けましたが、誰
が電話を受けても、誰が相談を受けても同じ
ように対応できるようにということで、「基
本的な相談の受け方」、あるいは「個人情報
と守秘義務」といったことを中心に、研修会
を実施いたしました。

また、育児・介護、これは規程にはわか
りにくいところがございますので、一覧表に
いたしまして、フルタイム・パートタイムそ
れからさまざまな雇用形態に対応できるよ
うにしました。

次に次世代女性研究者の育成事業でござ
いますが、今年度は産学連携機構と共催で
「若手女性研究者のための外部資金獲得セミ
ナー」ということで、東京女子医科大学から
臨床の先生をお招きしまして、医学部のある
本道キャンパスで行いました。
工学資源学研究科の大学院生を、各研究
科からロールモデルを出してもらいまして、

学部生向けにレクチャーをしてもらうとい
うイベントも行いました。
それから小中高向けの「親子でサイエン
ス」というのも、実は学費を出すのは親でご
ざいますので、ちょうどスライドに映ってお
りますが、親子で参加してもらっております。

ここが一番のメインでございますが、「県
内大学間連携体制」。これは実は大変苦労い
たしました。まずニーズ調査をしまして、代
替要員のデータベースが必要だということ
を、秋田市内は、例えば秋田県立大とか、国
際教養大あるいは聖園学園短大等から得ら
れました。具体的にそれをどう構築していく
のか、個人情報もありますし、それぞれの教
員等の基本データの登録もございますので、
大変苦労しましたが、9月に一応完成しまし
て、10月に運用を開始いたしました。
「大学間連携の合同シンポジウム」を昨年
度と今年度開催いたしました。その冊子は今
取りまとめ中でございますが、同じ秋田の高
等教育機関と申しましても男女共同参画に
関してはかなり温度差がありますが、ワーク
ライフバランスの改善は是非すすめなけれ
ばいけないということを確認しております。
それから意識啓発でございますが、特に
外国人、このできるだけ生の情報を知ろうと
いうことで、ノルウェーの方をお招きしてお
ります。
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その他の取り組みとしまして、これはホ
ヤホヤのところでございますが、優秀女性研
究者表彰要項を制定いたしました。以上で終
わらせていただきます。どうもありがとうご
ざいました。
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司会）それではパネルディスカッションに
入らせていただきます。
　それでははじめに各大学の多様な支援の
在り方の具体的の内容につきまして、パネ
リストの皆さまから特に育児支援の実態と
問題点、介護支援の展望などを中心にお話
いただきたいと思います。
　それでは岩手大学の菅原室長からお願い
いたします。
菅原）それでは先程の事業の紹介の中で両
立支援を飛ばしてしまいましたので、今の
時間をお借りし、お話させていただきたい
と思います。

　今回本学の両立支援におきましては、特
に学内アンケートの結果を踏まえまして
ニーズに対応する支援という視点で計画を
しております。それから大学はやはり学生

があっての大学であり、地域との連携が大
切だと思い、これらとの関係で考え取り組
んだ内容ですので、それをお話させていた
だきます。

　先程少し話しかけた内容ですけれども、
両住まい手当についてお話させていただき
ます。
　本学のアンケートによりますと、配偶者
がいる女性教員の別居率が非常に高いとい
うことがわかりました。そこで、両住まい
手当を昨年の4月から新設をさせていただ
いております。
　詳しくはこのスライドを見ていただけれ
ばと思いますが、女性研究者がこういうよ
うな事情でどうしても両住まいになった場
合に、距離が60キロ以上あれば手当を支給
するという制度です。

〈パネリスト〉
	 菅　原　悦　子　氏（岩手大学　男女共同参画推進室長）
	 杉　山　祐　子　氏（弘前大学　男女共同参画推進室長）
	 上　村　佐知子　氏（秋田大学　女性研究者支援モデル育成プロジェクト運営委員）

〈コーディネーター〉
	 渡　部　育　子　氏（秋田大学　男女共同参画推進室長）

第３部　パネルディスカッション

「多様な支援の実現に向けて」
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　次に昨年の4月に新しく作りました制度
は、アンケートより、休みをとりたくても
なかなか上司の理解が得られないとか、年
次休暇を取りたくても取りにくいという回
答がありましたので、上司の方たちにも意
識改革していただく一つの手段として「次
世代育成支援休暇」を創設しました。これは、
別名「孫育て休暇」ということで私たちの
年代で管理職になった人でも育児支援の休
暇を取っていただくために新たしくつくっ
た休暇制度です。

　残念ながらまだ取得者がおりませんので、
どなたか早く取ってもらいたいと思ってい
るところです。
　それからニーズに対応する支援で、スラ
イドにも示しましたように、大学教員と職
員、それから附属学校で少し問題意識が異
なることがわかりました。
　そこで、各部局と附属学校にも行き、ワー

クライフバランスの出張相談をしてまいり
ました。そうしますと、附属学校の先生達は、
特に県との人事交流で参りますので、県の
規則と大学の規則で違う所があるという指
摘がありました。それを見直した結果、子
供の看護休暇を10日に拡充するという規則
の修正を提案し、これは来年度の4月から
拡充する方向で決まりました。

　子育てに関わる休暇や休業制度の充実と
では、アンケートでも非常に要望が高く、
昨年の4月に、子供の看護休暇は中学生入
学前まで、育児休業は子が3歳となる年度
末まで、休息時間の短縮も中学生に入学前
まで取得可能というように、拡充しました。

　次に、病児・病後児保育についてです。
秋田大学では立派な保育園があり、すばら
しいと思っていますが、本学は先程お話し
ましたように医学部もありませんし、なか
なかそのような充実は難しいので、どうい
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う形で支援できるか検討しているところで
す。病児・病後児保育については何か費用
補助ができないかと、今検討を進めており
ます。

　次に、本大学の中には保育に関係するス
ペース場所がありませんでしたが、一昨年
の12月に保育スペース「ぱるんひろば」を
オープンさせていただきました。おかげさ
まで少しずつ利用率が高まっております。

　次に学童保育の支援が欲しいという話が
出ておりまして、昨年の夏休みに教職員の
子供や孫を対象とした「ぱるんkids’ サマー
スクール」を行いました。この取り組みでは、
今まで男女共同参画にはあまり手を上げて
こなかった工学部の男性の教員の参加があ
り、新しい人達を巻き込むにはいい取り組
みではないかと思っております。さらに地
域と連携する形で学童保育を夏休みに行い
ました。

　両立支援の介護についても休暇を10日間
に拡充をしております。
　先程、秋田大学でもお話が出ておりまし
たが、学術研究員の配置は、本学でも子育
てと介護に拡充をしております。
　学内のアンケートから、本学では、震災
後ワークライフバランスが崩れているとい
う方の割合が増えたという結果が出ており
ますので、これが来年度の推進室の取り組
むべき内容だと思っているところです。
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　学生との関係では、次世代育成サポーター
を養成しまして、スライドの写真で見てい
ただくように、男子学生も含めた18人のサ
ポーターが生まれました。彼らが学内の夏
休みの学童とか、休日勤務の集団保育のボ
ランティア活動に取り組んでおります。

　学童保育もこのような形でやっております。
　まとめとして、ワークライフバランスは
非常に大切だと思い、取り組んでおります。
その中で、特に昨年の12月にイクメンプロ

ジェクトのイクメンサポート宣言をさせて
いただいております。
　このようなで取り組みは、本学の推進室
のスタッフや、今日もたくさん参加してい
る人事課の職員方達と連携して行いました。
特に制度改革等においては、うまく連携を
取りながら、協力して仕事を進めることに
よって実現できたと思っています。それも
一つの大きな成果です。
　もう一つ先程からお話しているように東
日本大震災で本学はかなりワークライフバ
ランスくずれているところがあります。こ
れが来年度に向けての課題と思っています
が、このような状況だからこそ、本学の推
進室がますます期待されていると思ってい
るところです。以上です。
杉山）弘前大学の杉山でございます。私共
弘前大学としましては、育児介護支援等を
中心に事業を進めてきているわけではない
のですが、もちろんこちらの両立支援とい
うのが男女共同参画および女性研究者支援
の中心になるということ、基盤的な整備事
業になるということは共通した認識として
持っております。

　弘前大学からは、この順序でお話しした
いと思います。
　私どもは、育児および介護支援も含めて、
地方型の支援バッケージを作るということ
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が重要だと考えております。
　つまり一つの大学の試みという個別の事
例として終わるのではなくて、パッケージ
として提案することができれば、近隣の私
立大学や公立大学等でも応用することが可
能です。そこでパッケージ化できるような
取組みを目指して、事業2年目の現在、動
いているところでございます。
　先程岩手大学の菅原先生がお話なさった
課題は、私どもが抱えている課題とも共通
する部分が大きいです。このように、共通
の課題を私たち地方大学の人間は抱えてい
ると思います。それを共通の課題として認
識しながら、どのように解決していくかと
いうことについて、特にこのパネルディス
カッションの場で共有できれば、というふ
うに考えております。
　地方型のパッケージということを強調し
ますのは、こういうことです。男女共同参画

の目的そのものは全国同じですが、日本全国
同じ状況にあるわけではなく、地方には地方
の問題がある。ただ同時に、地方には地方の
利点があるということでございます。
　ですから地方の実情に合った支援パッ
ケージを作っていくということによって、
日本全国の男女共同参画を進めていくため
に私たちがなんらかの貢献をすることがで
きるのではないかというふうに考えており
ます。
　この「地方には地方の問題がある」とい
うことについては、先程鶴井からの事業紹
介で報告済みですので、私からは、「地方に
は地方の利点がある」ということをどのよ
うに活かすことができるかについての私ど
もの試みをお話したいと思っております。

　弘前大学、私どもの試みとしましては、
大きくここであげた二つがあります。一つ
は地域資源を掘り起こして、それらをネッ
トワーキングすること。それからもう一つは
リアルなニーズを把握するということです。
　それによって、小さい財源でもできる、
つまり地方でもできる持続的な取り組みを
提案できるのではないでしょうか。
　具体的には、散在している様々な情報を
集めること。そして実情に合わせてそれら
をアレンジすること。これらがあげられま
す。さらに「情報ナビ」を通じて、そのア
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レンジしたものを即座に個人が入手できる
ような仕組みを作ること、です。
　さらに来年度に計画していることですが、
使い勝手がどうかという評価し、それを含
めて改善を進めていくということでござい
ます。

　制度情報の集積と発信という点では、私
共ホームページの編集に力を入れまして、
このように「情報ナビ・子育て介護支援」
というページを作っております。

　具体的には、秋田大学の渡部先生も先程
ご紹介になっておられましたが、同じよう
な取り組みとして、どんな場合にどういう
休暇等が取れるかが一覧できるようになっ
ております。例えば妊娠・出産・育児に関
する情報、ここをクリックしますと一覧が
出ます。どこにコンタクトをとればいいのか
が自分で調べられるようになっております。

　さらに弘前市ですとか、青森県等のリン
クも張られております。
　さらにこのようにして個々人が集めた情
報を、実際使ったらどうなのかという口コ
ミとしてやり取りできるのが女性研究者
フォーラムのねらいの一つでございます。
　女性研究者フォーラムには、女性研究者
および学生も含みますが、実体験を直接語
り合うという場です。これは私どもが当初
予想したよりもはるかに効果が上がる、実
のあるものになっております。
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　と申しますのは先程菅原先生もお話しし
ておられましたが、同じ教員と言いまして
も、専門によって事情がかなり違うという
ことがあります。職員も職種内容によって
だいぶ違います。そのように違っている中
でも、実体験を語り合うことによって、ど
ういうところに工夫をしたか、どういうと
ころで困っているかなどについて、共感を
もちつつ相談ができるということがござい
ます。
　それからこういう情報を集めたけれども、
具体的に使ってみたらどうだったんだろう
というようなことを忌憚なく語り合えると
いうことがあります。
　それから気楽に話ができる場ですので、
実はこういうことで困っているんだけれど
もどうしたらいいだろうかというような相
談事が出てきたりしますので、私共として
は必要な情報、必要なニーズが─生の声か
らニーズがわかるというようなこともあり
ます。
　それからもう一つは期待していなかった
というか、副産物だったのですが、このよ
うに職種および専門も違う研究者たちが同
じ場に会して話をすることによって、共同
研究の種も生まれてきました。

　例えば昆虫の生態を専門にしている研究
者が人工知能の研究者と話をして、共同研

究の話がでできたりしています。そういう
ところを大学院生が見ていたり、学生が見
ていたりすることによって、こういうふう
に交流を持つと、こんなに面白い可能性が
あるんだというふうに感じてくれるように
なると思います。
　さて、弘前大学では、24時間対応の学内
保育園が数年前からできており、大学院生
も利用しておりました。
　ところがフォーラムなどの話から明らか
になったのは、小学校入学までは良いけれ
ど、小学校以上が困るということです。ま
た急な会議などで、夜遅くなることがあり、
大変困っておられる方が多かったですが、
その対応を大学の学内でやるのは大変難し
いです。
　そこで例えば夜間や休日保育は弘前市の
トワイライトステイ事業ですとか、病気の
時には民間でやっている『ことりのもり』
という病児保育の所と繋げたり、それから
市内のNPOのサービスと繋げたりすること
によって、かなり効率的に運用ができるだ
ろうというふうに今見越しております。

　さらにアンケート調査をした結果、休暇
はあるけれど、制度も知っているけれど、
取れないという声が大変多いことがわかっ
てまいりました。背景には、人員が足りな
いということもありますし、周囲に遠慮が
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あるということ、それからキャリア形成に
障害になるんじゃないかということを懸念
しているというようなこともありました。
　そこで休暇を取りやすい環境作りをする
ための意識啓発ですとか、代替人員の検討
をする必要があるというふうに考えていま
す。現在、システム構築中で、そろそろ施
行したいと思っておりますが、人材バンクを
作って、将来的には、ある程度、補助人員等
を探せるようにしたいと考えております。

　「つがルネッサンス！」という女性研究
者支援の事業では全体としてこのような事
業をしておりますが、介護や育児に関わる
支援については大学全体の男女共同参画推
進の環境整備と直結しております。これら
をきちんとすることによって女性の研究力、
それから研究のすそ野を拡大するというこ
とが確実に実現できると思います。

　さらにこれを進めてきたところ、見えて

きた課題はこのようなことがあります。

　既に申し上げましたが小学校高学年でも
支援は絶対に必要だということです。

　また地方大学ですから、遠距離介護の事
例が大変多いんです。子供とは違って親を
呼び寄せることはそう簡単にはいきません
から、これをどうしたらいいのかというのは
これから考えていく必要があると思います。
　さらに男性教職員について言うと、休暇
制度はあるけれども取れない、いろんな意
味で。ということがあり、男性教職員の家庭・
地域生活をどのように支援していくかとい
うことを考えていかないといけないだろう
と思います。
　それからニーズをどこに繋ぐか、も重要
です。課題解決に必要なのは縦割組織を横
断する仕組みで、男女共同参画推進室とい
うのがまさにこれをつなぐコーディネート
の役割を担うことができると思います。
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　さらに私どもが小さく試みているのは、
カップルで赴任できる仕組みで、パートナー
フェローというのを実施しているのですが、
マッチングが上手くいかず今のところまだ
雇用ができていません。
　しかしそこに申請して来られた方々もす
でに十数件あり、これはかなりニーズが高
いと認識しております。ただこれは一つの
研究機関だけではできませんので、今後、
是非このような機会に大学間の連携を進め
ていきたいと考えます。
　さらに地域とどのように繋ぐかということ
もここでの共通の課題としてディスカッショ
ンの場にあげていきたいと考えております。
　まとめます。地域との実践的な連携をど
のように進めていくか。それからさまざま
なキャリアモデルを集積していくことが今
まで進められていますが、これらを踏まえ
たワークライフバランスをどのようにイ
メージするかということを、具体例に則し
てもう少し細やかに考えていかなければな
らないのではないかと思っています。
　具体的には、教員カップル、教員職員カッ
プル、職員カップルだけではなく、シング
ルのニーズもかなり高いです。地元出身者
もいれば、移入者もいます。外国籍の教職
員や学生もおります。

　これらの現実を直視して、ダイバーシティ

の実現に向けての視座を是非作っていきた
いと考えます。
　多様な人々が働きやすく、学びやすい事
は、明らかに仕事のパフォーマンスの向上
と大学全体の活力の向上につながります。

　ということで私どもは、これを認識しな
がら今後の仕事を進めていきたいと思って
おります。連携も進めていきたいと思って
おりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。
上村）秋田大学の上村と言います。宜しく
お願いします。秋田大学における男女共同参
画の現状についてご報告したいと思います。

　柔軟な支援体制についてです。秋田大学
では平等な採用機会、それから優先的に女
性を募集するといったことを、女性教員比
率向上のために推進してまいりました。
　それから、教職員のワークライフバラン
スを改善するために支援、環境、制度の整
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備ということで休憩室、更衣室などの設置。
千秋保育園と言いまして院内保育園の充実。
育児・介護休養についての制度の周知。代
替要員システムの構築。子供の看護休暇を
10日に、産前休暇を8週間に、育児休暇・
育児参加休暇を14日にということで、実践
してまいりました。

　ここ２年位の実態を報告いたします。
　千秋保育園という保育園が大学病院の
後ろにあり、そちらを看護師さんとか教
職員が利用しております。近年2009年か
ら2010、2011年と大好評につきまして定
員をオーバーするに至っている状況であり
ます。

　それから病児・病後児保育『ことりのお
へや』の月別利用者数です。一昨年の4月
から利用されていまして、月によってばら
つきはありますけれども大好評で使われて
いるということが分かると思います。

　こちらが『ことりのおへや』です。スラ
イドの左側に建物ありますが、こちらが保
育園です。保育園の真向かいにこういった
お部屋が2部屋と水回りの設備を有する病
児・病後児保育があります。保育園と同じ
保育士さんと、看護師さんも含めて4人く
らいのマンパワーで運営しております。
　実は私もこちらの千秋保育園を利用した
かつてのユーザーですが、その当時に病児・
病後児保育がありましたら、非常に助かっ
たのになと思っております。

　次に、実際に寄せられました感想をご紹
介したいと思います。左の上の所です。
　「こどもが病気になると『ことりのおへや』
に行きたいというほど、気に入っておりま
して、親として後ろ髪引かれることなく安
心して預けられます。」
　というお便りです。私も保育園に子供を
預ける時は罪の意識を感じることがありま
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した。まして病気の後に預けるとき、後追
いされたりしますと、一日中ブルーになっ
てしまいます。このような設備があるとい
うのは非常にありがたいことだなと感じま
した。
　こちらは、同じ敷地内にいることがとて
も安心だと書かれています。私も大学の敷
地内に子どもがいて、たまに子どもたちが
散歩している姿を見かけることがありまし
たが、非常に安心感がありました。
　利用料が低額で非常に魅力的であるとい
う方もいます。それから右の方にあります
けれども、
「外せない仕事があった時や外せない仕事が
あった時、その時に看護師さんが１対１で
対応してくれた。」
　それから下の方ですけれども、
「体調不良の時に預け先があって、とても心
強いです」ということでした。

　実は私も15年くらい前に結婚を機に、弘
前大学から秋田大学に移ってきました。そ
の時にもし岩手大学さんの「両住まい手当」
があったら、秋田に移らずに弘前大学でも
やれたのかもしれないなどと思いました。
話が脱線してしまいました。
　私は、秋田に来てから毎日60キロを通勤
していますが、体調不良の時とか、子供が
病気の時は、親に子どもを預けたり、自分

が休暇をとったりしました。こういった施
設があるのは非常にありがたいことだなと
思います。
　制度の利用状況について説明いたします。
産前休暇それから配偶者出産付き添い休暇、
育児休暇、育児参加休暇、子の看護休暇、
短期介護休暇の利用が年々増加しておりま
す。有給である上の方の利用が増加してき
ております。
　特に子の看護休暇、男性の取得者も多く
なっておりまして、2009年は医療系職員の
利用が多かったと言われております。

　次に女性教員比率の推移ですが、年々増
えてきてはいますが、18％にはまだもう少
しという所です。

　最近の取り組みについて先程もご説明さ
せていただきましたが、代替要員データベー
スが構築されました。秋田市内高等教育機
関6機関の508名が登録しております。す
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でに1機関でデータベースを検索されてい
るということで、稼働している状況になり
ました。
　それから支援員制度です。利用者が３名。
支援員は5名いるという現在の状況です。
妻が研究者である男性には昨年9月より適
用されております。
　アンケート結果の解析とこれらを踏まえ
た改善として、ワークライフバランスの改
善、超過勤務の縮減、時間単位での育児・
介護のための休み、育児休業の取得といっ
たものがあります。

　まとめますと千秋保育園は利用者が非常
に増えています。病児・病後児保育も大好
評です。育児・介護休業関連の多彩な制度
が利用され始めていますが、まだ周知が必要
ではないかと思われます。女性教員比率が伸
びています。代替要員データベース、研究支
援員の利用も少しずつ見られています。今

後、アンケートを踏まえて、もう少し意識
改革が必要かというところであります。以
上で終わります。
司会）ありがとうございました。各大学か
ら育児支援や、実態と問題点、それから介
護支援の展望など中心にお話いただきまし
た。これからは渡部コーディネーターに進
行をお願いいたしまして、さらに深い討論
をしていただきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
コーディネーター）渡部です。どうぞよろ
しくお願いいたします。
　それでは各パネリストの先生方からご報
告ございましたけれども、本日は二つのキー
ワードで考えてまいりたいと思います。
　一つはライフステージに応じた支援のあ
り方です。大学というのは、岩手、弘前、
秋田で多少状況は違いますけれども、職種
も、やっている仕事も実にバラエティに富
んでおります。それから規模もそこそこ大
きい。そして雇用形態、勤務時間等もバラ
エティに富んでいます。
　まず最初にパネリストの先生方、お互い
にここを聞いてみたいところがありました
らお願いいたします。
菅原）秋田大学も弘前大学もいろいろな取
り組みをなさって、女性の研究者の比率が
少しずつ確実に上がっているというご報告
をお伺いしました。どれが非常に効果的、
と考えているのか、少しお話していただけ
ればうれしいと思っております。
　岩手大学は多彩で沢山取り組みしている
のですが、なかなか実質の数が上がっており
ません。ライフステージに応じた取り組みも
女性研究者比率の向上に最終的につながる
ものでしょうから、どこが一番ポイントかを
教えていただきたいと思っております。
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コーディネーター）秋田大学も先程申しま
したように、ミッションステートメントか
らは伸び悩んでおります。ただし、各部局
長の先生方がとっても理解がございまして、
今年度工学資源学部では准教授と助教の2
名の女性教員の採用がありました。
　杉山先生、何かございますでしょうか。
杉山）私ども弘前大学は、岩手大学で、こ
んなにいろいろやっていらっしゃるとのを
むしろ見習わせていただきたいなというふ
うに思っています。
　女性研究者比率が上がっていることに関
しては、ラッキーとしか言えないと思うの
ですが、まだちゃんと分析ができておりま
せん。ただ身近な所でわかっているところ
で言いますと、女性の応募者が増えたとい
うことが採用率の向上につながったのかな
というふうに思います。若手女性研究者の
絶対数が増えているということもあるで
しょう。
　私が身近で小耳にはさんだところでは、
弘前大学の取組みで、カップルで赴任でき
る制度というのをこの女性研究者支援のお
金をいただいてから始めているのですが、
それがあったので応募したというカップル
の方々の声を聞きました。
　そういうことを考えますと、カップルで
赴任できるというような仕組みを作ること
がより多く応募してみようかなという、気
持ちを起こしていただくようなきっかけに
なるのかなというふうには思います。
　その他についてはちょっとよくまだ分析
できておりませんので、すみませんが、お
答えできません。
コーディネーター）ありがとうございます。
　さてそれではそのようにして赴任して来
られた研究者がやはり居心地良く、長く留

まっていただいて、より成果を上げていた
だくというためにはさまざまなライフス
テージに応じた支援が必要かと思われます。
育児に関しては24時間保育ですとか、病児・
病後児保育ですとか、休日あるいは夏季休
業中のボランティアなど、さまざまなこと
ございました。
　ここでパネリストの先生方をここ聞いたみ
たいという点、何かございますでしょうか。
上村）秋田大学は学内で、しかも自分の勤
務先の近くに保育園があって助かったので
すが、弘前大学さんにお伺いします。弘前
大学さんは市がコンパクトでいろいろ利便
性がいいということ、私も存じ上げておる
のですが、他の民間のところと契約して、
繋いでいくというのにはいろいろな苦労が
多いのではないでしょうか。例えば、移動
距離とか。あと職場の理解とか。こういっ
たものについて問題なく沢山利用されてい
るものなのでしょうか。
杉山）病児保育の所は、大学として契約し
ているわけではありませんので、病児保育
が可能な所の情報を提供するという程度で
す。また、やはり合う、合わないがありま
すから、大学として契約してしまうと自由
度がかえって減ってしまうだろうという可
能性もあり、まずは情報だけ提供と。
　ただ移動についても、民間のNPOがあり
まして、それに委託出来るということがわ
かりましたので、女性研究者フォーラムな
どを通じて、使ってみた人の話を聞いて、
口コミベースで情報共有するのが実は一番
使い勝手がいいかなと個人的には思ってお
ります。
　また、話がちょっと戻って申し訳ないで
す、岩手大学の菅原先生に伺いたいんです。
一つは「両住まい手当」の効果がどうかと
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いうこと、それからもう一つ学童保育です
ね。私どもでも学童保育のニーズが高いよ
うなんですが、それをこんなふうにサポー
ターも含めて素早く要請なさって、展開な
さったというのにはどのようなコツがあっ
たんでしょうか。
菅原）両住まい手当もまだ１年経ったばか
りで、どの程度成果が上がるのかまだよく
わかりませんが、実際には10名くらいの方
たちが今この手当てをいただいています。
その方たちに聞き取りをしなくてはいけな
いという段階です。
　ただ公募要領等にも「このような制度を
実施しています。」と書き込むことで、弘前
でパートナーフェローで応募者数が増えた
という話もありますので、本学でも応募数
が増えたというデータが出ればと思ってい
ます。まだこれも成果は分かりません。
　学童については、昨年度は試行で1日、
教職員の子供や孫を対象としたサマーキッ
ズは3日間の実施です。これには学内の先
生達にいろいろなプログラムを提供してい
ただきました。たとえば、書道の先生や美
術の先生にご協力いただきましたが、これ
は非常に好評でしたので、来年度の夏は確
実に実施したいと思っているところです。
　地域との連携による学童は、本学のすぐ
近くに小学校があり、学童保育を実施した
いますので、そこと何度か話し合いをさせ
ていただき、理科実験等を実施しました。
それも好評でしたので、来年度はもっと充
実した形で実施することになると思ってお
ります。その際、次世代育成サポーターの
学生さん達がかなり活躍してくれています。
その後、学会等で「ぱるんひろば」を使い
たいとか、研究会で使いたいとかいろいろ
なニーズが出た時に、学生ボランティアに

手を挙げていただきました。保育士さんも
来ていただき、学生だけに任せることはな
いのですが、学生達が入ることによって楽
しい活動になっています。
　やはり学生を巻き込むことが、これから
学内に男女共同参画を進めていく上でとて
も重要だと思っています。次世代サポーター
に加えて、学生委員会が立ち上がっていま
す。学生委員会が内閣府のコンペディショ
ンに応募し、10組の中に選ばれ、3月7日
にプレゼンテーションをする予定となって
います。私たちの推進室では、学生をこれ
からどう教育していくかも重要な取り組み
になると思っているところです。
コーディネーター）ありがとうございます。
学童保育は、ニーズはあるけれどもどう対
応しようかというところで、貴重な事例を
ありがとうございます。
　さて、会場の皆さま方からここは聞いて
みたいとところございましたらご発言いた
だければと思います。
会場男性Ａ）私は病児保育室の『ことりのお
へや』の運用に向けて関わった経験があり
ます。
　24時間保育やってらっしゃる弘前大学に
お伺いしたいのですが、週7日やっておら
れるのか、あるいは曜日を限定してやって
おられるのでしょうか。私ども秋田大学で
は病児保育室はあるんですが、24時間保育
室はまだちょっと実行できておりませんの
で、お伺いしたいなと思います。
杉山）弘前大学の学内保育園は年末年始の
みだけお休みがあるのですが、基本的に1
年中、休日、平日を問わずやっております。
　と申しますのは病院がある関係もありま
して、ニーズが非常に高いということで数
年前から始まりました。
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　大学院生の利用もありまして、毎年定員
いっぱいというところでございます。
会場男性Ａ）つまりほとんどフルタイムで
24時間みておられるということになるんで
すね。ありがとうございました。
会場男性Ｂ）岩手の菅原先生には以前秋田
大学にお越し頂いて「ことりのおへや」を
見ていただき、その後この保育施設ができ
るまでのスピードと活動がすごく早いなと
大変感心しておりました。
　あと弘前大学の24時間保育や、地域と密
着して情報提供するシステムはとてもいい
なと感心しておりました。
　ただ事業が終わったあとやはり保育施設
や24時間保育はお金がかかると思います。
24時間保育だと定員30人であれば2千万ぐ
らいの赤字。45人だと3千万円の赤字って
いうのがだいたい見込まれているというの
が、いろんな大学を調査するとわかります。
事業終了は大学がすごく協力的でないとい
けないと思うのですが岩手大学や弘前大学
は終了後も支援していただけるという方向
なんでしょうか。それぞれの学長さんがき
ちんとやりますよという意志表示などが出
ているのかなど含めて、教えていただけれ
ばと思います。
菅原）岩手大学は医学部がないので保育園
がございませんが、25年度以降どのような
体制で、どういう事業を継続するのかにつ
いて話し合いをもう既に企画会議で行って
おります。
　この3月ぐらいまでに一応の方向を学長
に出したいと思って検討を進めています。
本学はあと1年ありますが、いろんな改革
の中で、本学の男女共同参画の位置付けや
取り組みを企画会議から提案することに
よって、学長や理事・副学長の議論の俎上

に乗せていただけると考えています。早め
に手を打つことが必要と思っています。
杉山）私どもこの事業はあともう1年ある
んですけれども、弘前の学内保育園は、事
業が採択される前から自己資金で運営して
おりますので、事業が終わっても継続され
ます。
　弘前大学では、2月 1日をもって学長が
交代いたしました。新学長のもとでどんな
体制で進めていくのかについては、まだ今
後さらにいろいろ詰めていかなければいけ
ないと思うんですけれども、基本的に前学
長の方針が踏襲されると聞いております。
会場男性Ｂ）ありがとうございました。弘
前大学さんは医学系の研究科長が新しく学
長になられるということなので、病院等も
含めてご存じの方かと思うので、きっと継
続されるのかなというふうに思いました。
コーディネーター）JST事業は一応研究者
に限っていますけれども、「研究者に限らず
全ての教職員をまきこんで」ということで、
何か一つの効果的な、また理想でも結構で
すので、パネリストの先生方から一言ずつ
エールを送っていただきたいと思います。
菅原）子育てはゴールが見えているのです
が、介護はなかなかゴールが見えないとい
うのが現状だろうと思います。
　ですからやはり介護については女性研究
者に限らず、それから研究者に限らず、大
学に限らずこれからの社会全体の大きな課
題だろうと思います。大学として地域のモ
デルになれる取り組みに発展させていきた
いとは思っております。
杉山）私どもも介護についてのニーズがあ
るのはわかっている。制度もあるのもわかっ
ている。でもそれをどうやってつないで行っ
たらいいのかということについては、はっ
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きりした答えを今持ちません。
　ただでもニーズがあるんだから、ちょっ
とずつ工夫をしながら、実際にやってらっ
しゃる方々の実例を集めたり、実体験を集
めていくことで、実践の知がだんだん高め
られ、大学全体として役立つしくみが生み
出せるのではないかというふうに考えてお
ります。
上村）もっと意識改革が必要だと思ってい
ます。それから、利用状況を見てみますと
有給であるかどうかというのはやはり利用
する時に大きな判断材料になっていると思
います。有給だと保証されていることは大

事だと思います。
コーディネーター）ありがとうございます。
一つは意識改革が大事。それと身近なとこ
ろから、制度そのものもできるところはき
ちんと整えていくというようなことを確認
させていただきました。
　北東北の3大学の男女共同参画推進の現
状と課題。これから春に向かっていく課題
ということで締めくくらせていただきたい
と思います。
　それではパネリストの先生方ありがとう
ございます。それから会場の皆様、どうも
ありがとうございました。



北東北における男女共同参画推進に向けて

秋　田　宣　言
　私たちは、男女共同参画推進の取り組みが、北東北地域に広がることをめざして

います。

　性別にかかわらず、自らが選択するワークライフバランスの下で、その適性と能

力を十分に発揮できるように、人の多様性に配慮した環境づくりに向けて、「第２回

北東北地域の大学連携による男女共同参画推進シンポジウム」参加者が相互交流や

連携を深め、男女共同参画推進に取り組んでいくことをここに宣言します。

１�．私たちは、男女共同参画推進のためのネットワークづくりをめざし、

これからもさらに積極的に取り組みます。

２�．私たちは、学びやすく働きやすい環境づくりをめざし、これからもさ

らに積極的に取り組みます。

2012年2月13日 　

「第２回北東北地域の大学連携による男女共同参画推進シンポジウム」

参加者一同
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平成23年度 北東北地域大学連携による男女共同参画推進シンポジウム
「ライフステージに応じた多様な支援の実現に向けて」に関するアンケート

平成24年２月13日（月）開催

質問５－１．シンポジウム全体の満足度

質問５－２．基調講演の満足度

質問１．性別

質問２．年齢

質問３．職業・所属

女  62％

男  38％
ふつう  26％

ふつう  17％

あまり参考にならない  3％

よかった
51％

とても
よかった
20％

参考になった
54％

参考になった
54％

質問５－３．事業報告・パネルディスカッションの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足度

70代以上  3％

20代  24％

30代  24％
40代  19％

50代  22％

60代  8％

秋田大学教職員
61％

他大学
教職員  33％

男女共同参画団体
　　  関係者　3％その他学校

関係者
3％

質問４．本シンポジウムを知ったきっかけ

チラシ・ポスター
を見て
84％

秋田大学ホームページを見て  8％

男女共同参画
推進室ホーム
ページを
見て  4％

知人からの紹介
 4％

その他  28％

とても
参考になった
26％

とても
参考になった
17％

あまり参考にならない  3％

ふつう  26％

あまり参考にならない  3％



質問５．本シンポジウムの内容についての満足度及び意見・感想など
【全体について】
・がんばっていきたいですね。
・男女参画及びワークライフバランスについての知識を得ることができた。
・北東北の各大学の取り組みについて詳しく知ることができて良かった。
・各大学の取り組みや成果を知ることができて良かった。
・各大学の状況や取り組みが分かり参考になりました。介護についてもう少し聞きたかった。
・２時間があっという間でした。
・各大学でどういった取り組みを行っているかよく分かりとても参考になりました。
・現在の仕事との関係もあり大変勉強になりました。
・全体的に時間が足りなかった感じがする。もう少し、取り組みについて詳しく知りたかった。
・�特に地域との役割分担（協力）は大事と思っていたが、さらには大学間の情報共有や協力も大
切だと知らされました。
  また、女性研究者の比率もupしているとのことで、今後もどんどん増えてほしいです。
・３大学共同の目的が不明確。パネルディスカッションで深めるはずだったのでは？

【基調講演について】
・質疑応答があっても良かったと思う。
・国の女性研究者支援の取り組みを知ることができた。
・時間が短いのでもっとゆっくり聴きたいと思った。
・テニュアトラックについて知ることができた。とても参考になりました。
・日本は女性研究者が少ないということがあらためて分かりました。
・テニュアトラック制など説明がとても分かりやすかったです。
・�そもそもなぜ女性研究者が少ないのか、なぜ増やさなければならないのか、支援事業のスター
トの部分を詳しく知りたかった。研究者数は多いが女性の割合が小さい企業などへの支援が
あれば紹介してほしかった。
・女性研究者の育成支援について、全体像を把握すすることができた。
・�学生の割合（女子）と女性研究者の割合がマッチしていないという点がすごく共感できまし
た。女性研究者の確保のための様々な支援を知れて勉強になりました。
・発表者の視点があったことが良かったと思います。
・要点を押さえた簡明なお話。

【事業報告・パネルディスカッションについて】
・各大学の取り組みが知ることができて良かったと思う。
・他大学の取り組みを知ることができた。
・弘前大学のパートナーフェローが効果的だったというのが印象的だった。
・３大学の取り組みについて知ることができた。
・もう少し長い時間を費やしても良かったと思う。
・大学それぞれの取り組みが分かり参考になりました。
・�各大学で特に力を入れている点が分かりました。更に、今後の取り組みがもっと今まで以上
に良くなってほしいと思いました。
・時間がそれぞれ短かった様に思う。他大学の事例は興味深かった。
・もう少し時間を取ってほしかった。
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・�各大学で似ているようで、それぞれ工夫した取り組みを行っており、どの大学も積極的に取
り組んでいることがよく分かりました。
・３大学の対比ができ参考になった。
・�各大学の取り組み報告、各大学とも時間が短い中コンパクトに報告があって良かったと思い
ます。パネルディスカッションにおいて、更に詳しく各大学の取り組みを伺うことができて
良かったです。
・時間が短く、各大学の報告でほぼ終わってしまい、深める議論ができなかった。
・�もう少し長い時間の企画でも良かったように思います。報告が短くて内容の理解ができな
かったところがあった。

６．その他（意見・感想）
・�教員公募要領への条件吉舎や学生による次世代育成サポーターの設置、パートナーフェロー
制度の創設など。
・�内容的に教員の参加が少ないように見える。授業時間を考慮した開催であると良い。（午後
の2コマがかぶると参加しづらい）
・�今日のシンポジウムで出た課題については、教授職の方の理解が必要と思われます。
・�３大学の取り組みを一覧にするなど好事例については相互の大学でどんどん取り入れ職員に
周知したら良いと思う。
・�お金のかからない岩手大の「次世代育成支援休暇」はユニークな取り組みだと思う。（本学
にもあったら…）
・このような情報交換の場は大変良いことだと思います。
・24時間保育（弘前大学）が取り組みとしてとても良いと思いました。
・�参加者が女性の方が多かったように思うが、男性も様々な事例を知ることでより職場での理
解が深まれば良いと思う。
・�基調講演者の私見がわかりやすく面白かった。様々な取り組みが行われていることが、この
シンポジウムに出るまで知らなかった。将来的に自分にも関わってくる問題なのでもう少し
意識していきたいと思う。
・�教職員のみでなく学生ボランティアも必要だと感じました。学生も関わることで大学全体活
性化しつつ、学生の面白いアイディアも出てくるのかなと感じています。
・�次世代育成支援休暇（孫育て休暇）という制度があっても良いと思う。生後8週までと言わず、
年に何回など子の看護休暇のように設定する方法もありかと思います。
・コロコニガイドブックは、一覧にまとめられており見やすくて良いと思います。
・�大学が男女共同参画を推進していくのであれば、育児などのサポートを教員に限定せず、事
務職員に拡充できれば一層良いと感じた。
・イクメンについて検討してほしい。
・継続することが大切だと思います。
・�意識を改めなければならない方々が、このシンポジウムに参加していないのが残念。（教員
採用人事のkeyを持っている方）
・�元短大の教員です。学生の長期休暇時の勤務は教員の自由でした。2週間は勤務しませんで
したが、他は実験を行いました。夏期休暇6週間丸々出勤無しの方も。最初の年に学長に伺
いを立てたところ「自由です」との返事でした。中学・高校の教員に知ってもらうことも重
要かと思います。特に秋田は。
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平成23年度文部科学省科学技術人材育成費補助金
女性研究者研究活動支援事業（女性研究者支援モデル育成）
秋田大学「大学間連携と女性研究者支援in秋田」

平成23年度　北東北地域大学連携による
男女共同参画推進シンポジウムに関するアンケート

　本日はご来場いただきましてありがとうございます。今後の事業の参考とするため、皆さまの率直な
ご意見・ご感想をお聞かせいただければ幸いです。どうぞ宜しくお願いいたします。

以下の項目について、いずれかに○をつけるか、記入してください。

１．性別　　①女　　②男

２．年齢　　①20歳未満　②20代　③30代　④40代　⑤50代　⑥60代　⑦70代以上

３．職業・所属
　　①秋田大学教職員　　②他大学教職員　　③その他学校関係者
　　④男女共同参画団体関係者　　⑤行政関係者　　⑥会社員　　⑦自営業　　⑧無職
　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．本シンポジウムをお知りになったきっかけについてお答え下さい。
　　①チラシ・ポスターを見て　　②秋田大学ホームページを見て
　　③男女共同参画推進室ホームページを見て　　④知人からの紹介
　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．本シンポジウムの内容について、満足度及びご意見ご感想などをご記入ください。
５：とてもよかった（とても参考になった）４：よかった（参考になった）　３：ふつう　２：あまり参考にならない １：参考にならない

内　　　容 評　　価 コメント

全　　体 ５・４・３・２・１

基調講演 ５・４・３・２・１

事業報告
パネルディスカッション ５・４・３・２・１

６．�他大学の取り組みを聞いて、秋田大学に取り入れて欲しいなどの要望やご意見、またはご
感想など、ご記入ください。

ご協力ありがとうございました。ご記入後は会場出口の回収箱にお入れください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田大学　男女共同参画推進室
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